
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＪＲ東労組は、申１１号２０２１年度賃金引き上げ等に関する申し入れを行い

ました。ベースアップ６，０００円・定期昇給（昇給係数４）実施・第二基本給

制度凍結・６５歳定年制導入を掲げています。会社は経営環境の急激な変化を踏

まえて２０２６年３月期における数値目標を新たに設定しました。 
 ２０２０．３実績 

A 

（新）２０２６目標 

B 

（旧）２０２３目標 

C 

（新）／実績 

B／A 

（新）／（旧） 

B／C 

連結営業収益 ２９，４６６ ３０，９００ ３２，９５０ １０４．９％ ９３．８％ 

運輸事業 １９，９４５ １９，７００ ２１，０００ ９８．８％ ９３．８％ 

流通・サービス事業 ５，０２０ ５，５００ ６，６００ １０９．６％ ８３．３％ 

不動産・ホテル事業 ３，４８５ ４，８００ ４，４００ １３７．７％ １０９．１％ 

連結営業利益 ３，８０８ ４，５００ ５，２００ １１８．２％ ８６．５％ 

運輸事業 ２，５０５ ２，５２０ ３，３００ １００．６％ ７６．４％ 

流通・サービス事業 ３４３ ５７０ ５６０ １６６．２％ １０１．８％ 

不動産・ホテル事業 ７４６ １，１３０ １，０９０ １５１．５％ １０３．７％ 

会社は３兆円企業を目指すために鉄道事業が成長しないため流通・サービス事

業、不動産・ホテル事業に力を入れてさらなる成長を目指す経営方針に切り替え

ました。そして、その他の数値目標も発表されていますが、MasSの利用目標が

月３，０００万件から７，５００万件に跳ね上がっています。東日本管内の人口

が４，７９０万人ですから、数値目標の高さがわかります。またスイカ電子マネ

ー利用も月３億件から５億件、シェアオフィスの展開数も累計３０箇所から１，

２００箇所に増加しています。 

 

JR東日本の深澤社長は日本テレビのインタビューにおいて鉄 

道業の割合を今の７割から５割に引き下げていく方針を明らかに 

したことや、固定費が高い鉄道事業を黒字化させるためには「コ 

ストの柔軟化が必須」としました。また給与体系や働き方につい 

ても新たな制度をつくっていく考え方を示し、副業についても将 

来的に導入する可能性も話していました。 
 

JR東労組は組合員の雇用と利益を守るために、２１春闘をはじめ組合員の声

から出発する運動をつくり出していきます。組織強化・拡大を実現し、安心して

働ける職場を実現しましょう！ 
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